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　戦後の混乱期に中学校で義務教育を受けられ

なかった方たちが、現在、全国にたった２校し

かない通信制中学で学んでいます。そのうちの

１校の日常生活を追ったドキュメンタリーで

す。涙あり、笑いあり、そして現代社会のかか

える様々な問題を問いかける92分間。きっとこ

の映画を見終わったら、学ぶこと、生きること

を誰かと語り合いたいという気持ちで一杯にな

ります。

《あらすじ》

　映画の舞台は2009年から2014年にかけての東

京都千代田区立神田一橋中学校通信制教育課

程。60年ぶりの学校生活にとまどいながらも、

学ぶ喜びにみちた表情の高齢の生徒たち。休み

時間には、まるで10代の少年・少女に戻ったか

のように語り合い、笑いあう。人生の終盤を迎

えてなお、人はなぜ学ぼうとするのか。その意

味を探して、５年の歳月を追った。
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　中学校の通信制教育課程は、昭和23年の開始か

ら学校教育法第105条に規定され、6.・3制の義務

教育未終了者への救済策として、全国80を越える

中学校、高校に併設されました。

　千代田区立神田一橋中学は昭和23年7月から国

語の添削指導を始め、翌年には数学、理科、職業

（昭和47年に終了）、昭和28年には面接授業、

29年には社会科と英語といった具合に履修できる

教科が徐々に増えていきました。

　しかし、時代の波とともに通信制教育課程を設置

する学校は減っていき、昭和32年には19校、43

年以降は大阪市立天王寺中学校と一橋中学校の２校

のみとなっています。

　そのような中でも教師の奮闘により一橋中学通信

制教育課程の教育内容は充実していきます。昭和

55年、それまで５教科だった授業内容に美術、体

育、技術家庭の実技教科のほか、生徒会やクラブな

どが加わることになったのです。

　これにより昭和56年3月、一橋中学通信制教育

課程初めての卒業証書が発行されました。

　2009年10月、私は初めて、通信制中学校、東

京都千代田区立神田一橋中学校通信制教育課程の面

接授業に足を踏み入れた。普通課程の生徒たちが休

みの日曜日、がらんとした校舎に、１年生６人、２

年生５人、３年生２人、それぞれに先生が１人ず

つ、３教室を使って授業が行われていた。

　平均年齢73歳の生徒たちが、自分の子や孫のよ

うな年代の先生の話を前かがみになって聞いてい

る。時々、「せんせ～」という甘えたような声が飛

んだり、若い先生をからかって困らせてみたり。

　学校に来ると青春時代に戻る。その不思議な雰囲

気に魅かれて、以降2014年４月までの５年間、小

型のビデオカメラを抱えて月2回ほどの面接授業に

参加し、また生徒さんのご自宅にお邪魔して、学校

にたどりつくまでのお話をうかがった。その記録を

まとめたものが、映画「まなぶ～通信制中学60年

の空白を越えて～」である。

　映画の中には、5年間のうちに出会った、戦争で

父親を失ったために働かざるを得なかった人、障が

中学校の通信制教育課程とは 《監督  太田直子さん  自作を語る》
映画「まなぶ～通信制中学60年の空白を
越えて～」に入れられなかったこと
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いがあり60歳を過ぎるまで引きこもっていた人、

貧困ゆえに奉公に出された人など、6人の話を収録

している。いずれも、だれもがどこかですれ違って

いたかもしれない、ごく普通の人たちである。だ

が、一人ひとり、それぞれのドラマと学びに対する

強い思いを持っている。映画を見る人たちは、身近

な誰かと重ねて、あるいは想像して観てくれるので

はないか。そう思いながら編集した。

　映画を製作するにあたり、たくさんの人たちから

話を聞きカメラにおさめたが、「学ぶことの意味」

にテーマを絞り、多くをそぎ落とさざるを得なかっ

た。映画の中に入れられなかったことのうち、一

つ、同窓生の話を紹介したい。

　通信制教育課程の卒業式には、毎年、何年前に卒

業したか分からないような先輩たちもやってきて、

初対面の卒業生を送っていた。

　何人かの同窓生に話をきいた。印象に残っている

のは、もう80代半ばになる元クラスメイトの男女

の「もう今年が最後だと思ってきました」と、腰を

かがめながらいう姿である。二人は、特別な用事が

ない限り、毎回卒業式に参加してきたという。「こ

の学校にきて、人前で堂々と話しができるように

なったからね」と、そのあと、高校まで進学したと

いう男性は言った。長じて母校を持ち、ようやく救

われた人たちの、学校への思いに心が熱くなった。

　ある男性はタクシーの運転手をしているとき、偶

然聞いていたラジオで通信制教育課程のことを知っ

た。自分なんかが学校に行けるのだろうか。迷った

挙句に学校に連絡を入れ、初めて行ったその日。彼

は校門の前で足がすくみ、行っては戻りを3回繰り

返した。そして最後は、目をつぶって校門をくぐっ

たというのである。

　「なんだ、どうってことないじゃないかと思った

ね。」男性はそう言って笑ったのだが、私はその話

を聞いて打ちのめされた気がした。

　60歳を過ぎ社会人として十分な経験を積んだ男

性と、学校との距離…。私は義務教育を受けられな

いまま生きてきた人たちの気持ちを、どこまで理解

していたのだろう。いや、わからなかったのだ。同

時に、学びたいという思いを持ちながら、いまだに

学校にたどりつけずにいる人たちの存在を想った。

　映画が、そうした人たちの背中を押すことにつな

がれば、と切に願う。

（基礎教育保障学研究　創刊号　2017.08.より引用）

　全国夜間中学校研究会の調査によると、戦後の新

学制での義務教育中退者数を約126万人と試算して

います。また、様々な事情により、学齢期に学校に

行けなかった子どもたちもいます。今や、高校進学

率が97％、大学進学率が50％を超えている状況が

ある中、今なお「学びたい」という気持ちを持っ

て、通信制中学や夜間中学にたどりつく人たちがい

ます。

　夜間中学とは、中学校の夜間学級のことをいいま

す。戦後の混乱期の中で義務教育を修了できなかっ

た人や、様々な理由から義務教育を修了せずに日本

で生活を始めることになった外国籍の人など、多様

な背景を持った人たちが一生懸命学んでいます。

　2016年12月「教育機会確保法」が成立し、義

務教育年齢を過ぎた人だけでなく、義務教育年齢の

人も希望すれば、公立の夜間中学で学ぶことができ

るようになりました。形としては中学校を卒業して

いても不登校などの理由で十分に学ぶことができな

かった人たちの“学び直しの場”としての役割も期

待されています。すべての人たちの教育を受ける権

利が保障され、人びとの「学びたい」という希望が

かなえられる社会をつくっていくことが求められて

います。

ある同窓生の話

すべての人に教育が保障される社会
をつくっていくこと



　この作品のテーマは「インターネット時代における同和問題」

です。

　この物語の主人公は、自分の祖母や母が同和問題でつらい思い

をしてきたことを知ります。さらに恋人や友人、家族などとの関

わりを通して、ネットの情報だけではなく実際に人とふれあう中

でお互いを正しく知り合うことが、同和問題やすべての差別をな

くしていくために重要であることに気づいていきます。

「あなたにつたえたいこと」（DVD 36分）

「人にはたくさんの気持ちがある・・・。」

いろんな気持ちをかいた、子どもたちの絵を紹介しながら

気持ちについて考えようという本です。

「自分の気持ちを大切に・・・」

「気持ちのつたえかた」

「人の気持ちを聞くことの大切さ」など、

子どもから大人まで、自分の気持ちを正直にみつめる

きっかけとなると思います。

「気持ちの本」

「いっしょに走ろう」

（絵本）
作／森田ゆり
絵／たくさんの子どもたち

著／道下美里

小郡市人権教育啓発センター
（所在地） 〒838-0141　小郡市小郡２９６
（電話＆FAX） ０９４２−８０−１０８０（直通）
（Ｅメール） dotai＠city.ogori.lg.jp
（ホームページ） http://www.city.ogori.fukuoka.jp/

【ホーム＞学ぶ・スポーツ・人権＞人権教育啓発センター】
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　2016年リオパラリンピック、視覚障がい者女子マラソンで銀

メダルを獲得した著者が、今までの半生を綴った本です。

　「今、目が不自由でよかった、だからこそ与えられた役割があ

る」、そして「家族やクラスメイト、恩師など、私のこれまでを

振り返れば、“人生の伴走者”というべき多くの仲間がそこにい

る」と語っています。

（本）


